
土木学会 原子力土木委員会 
平成 17年度 第一回活断層評価部会議事録 

 
１．日時 平成 17年 11月 15日（火） 15:30-17:30 
２．場所 長岡グランドホテル 
３．出席者（敬称略，50音順） 
主査 佃（産総研） 
副主査 井上（電中研） 
委員 秋山（関西電力），伊藤（千葉大），岩淵（海上保安庁），海野（東北大），大野

（四国電力），岡村行信（産総研），梶田（九州電力），浜田（北陸電力・片川

代理），金折（山口大），黒岡（中国電力・川本代理），久松（日本原電・北川

代理），酒井（東京電力），坂本（北海道電力），下川（産総研），伝法谷（電源

開発），仲田（中部電力），鳥越（東北電力・橋本代理），山崎（首都大） 
幹事長 宮腰（電中研） 
幹事 青柳，阿部，三浦（以上，電中研） 
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 佐々木（電中研），武田（東京電力） 

 
４．議事 
＜主査挨拶＞ 
佃主査より，第 1回会議の開会挨拶があった． 
＜部会経緯説明＞ 
井上副主査より，本評価部会の経緯が説明された． 
＜新委員の紹介＞ 
宮腰幹事長より，新たに委員に就任された伊藤，海野，纐纈各委員の紹介が行われた．

また，委員交代の紹介が行われた． 
 
＜研究成果について＞ 
宮腰幹事長より，配布資料に基づいて，「活断層調査による震源断層評価技術の体系化

に関する研究」について中間報告が行われた．この中では特に，2004年新潟県中越地震の
震源域における調査計画とその評価対象について，活発な議論が交わされた．また，関連

する話題として，阿部幹事より電中研「中越地震震源域を横断する反射法地震探査」，武田

オブザーバーより東電「2004年新潟県中越地震 震源域における地形・地質調査」の紹介
がなされた．  

以上 


